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一
　
は
じ
め
に
―
今
川
氏
と
東
海
・
山
陰
―

戦
国
期
の
今
川
氏
と
い
え
ば
、
東
海
地
域
を
ま
ず
は
想
起
す
る
だ
ろ
う
。
駿
河
・

遠
江
・
三
河
・
尾
張
な
ど
と
い
っ
た
東
海
道
の
国
々
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
た
し

か
に
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
決
し
て
誤
っ
て
は
い
な
い
。
否
、
む
し
ろ
正
し
い
事

実
認
識
で
あ
る
と
す
ら
い
え
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
当
該
期
の
同
氏
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
や
や
意
外
な
こ
と
に
、
東
海
以
外
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
も
主
張
し
て
い
た
節
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
の
「
今
川
氏
輝
七
年
忌
香
語
」
に
は
、

今
川
氏
代
々
の
「
歴
史
」
が
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
南
北
朝
期
に
今

川
範
国
が
足
利
尊
氏
か
ら
「
因
・
尾
・
遠
・
駿
四
州
」
を
拝
領
し
た
と
見
え
て
い
る

（「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
明
叔
録
」『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
、
二
七
〇
三
号
）。
ま
た
、

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
「
駿
遠
軍
中
衆
矢
文
写
」
に
は
、
同
じ
く
今
川
氏
の

来
歴
に
つ
い
て
、
今
川
範
国
が
や
は
り
足
利
尊
氏
か
ら
「
駿
河
・
遠
江
・
尾
張
半

国
・
但
馬
・
因
幡
等
数
国
」
を
頂
戴
し
た
と
見
え
る
（「
島
原
松
平
文
庫
所
蔵
士
林

証
文
」『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
、
九
〇
七
号
）。
さ
ら
に
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
の
「
護
国
禅
師
雪
斎
遠
諱
香
語
写
」
に
も
、
今
川
氏
の
「
過
去
」
に
つ
い
て
、

右
と
同
じ
よ
う
に
今
川
範
国
が
「
駿
・
遠
・
尾
・
但
・
因
之
五
州
」
を
獲
得
し
た
と

あ
る
（
臨
済
寺
所
蔵
、『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
、
二
六
三
四
号
）。

こ
の
よ
う
に
、
今
川
氏
（
南
北
朝
期
の
今
川
範
国
）
が
、
東
海
道
諸
国
の
み
な
ら

ず
、
山
陰
道
諸
国
（
但
馬
・
因
幡
）
を
も
統
治
し
て
い
た
こ
と
は
、
戦
国
期
の
同
氏

に
と
っ
て
は
「
事
実
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
一
体
い
か
な
る
史
実
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
　
先
行
研
究
の
現
状
と
課
題

こ
こ
か
ら
は
今
川
氏
と
山
陰
道
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
ま
ず
確

認
・
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
南
北
朝
期
に
今
川
氏
が
山
陰
道

の
国
々
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
そ
の
も
の
は
事
実
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
今
川
氏
と
は
、
今
川
範
国
で
は
な
く
、
今
川
頼
貞
と
い
う
人
物
で

あ
っ
た
。

東
海
の
今
川
氏
と
山
陰
の
今
川
氏  

―
今
川
頼
貞
の
基
礎
的
考
察
―

谷
　
　
口
　
　
雄
　
　
太
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も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
太
田
順
三
「
観
応
擾
乱
期
の
但
馬
守
護
」（『
相

模
国
文
』
五
、
一
九
七
八
年
）
や
、
長
倉
智
恵
雄
「
広
島
大
学
所
蔵
『
今
川
家
古
文

章
写
』
の
再
検
討
」（
同
『
戦
国
大
名
駿
河
今
川
氏
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九

九
五
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）、
佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
下

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
と
い
っ
た
頗
る
稀
少
か
つ
貴
重
な
先
行

研
究
や
、『
日
高
町
史
』
資
料
編
（
日
高
町
、
一
九
八
〇
年
）
や
『
兵
庫
県
史
』
二

（
兵
庫
県
、
一
九
七
五
年
）
の
よ
う
な
関
係
す
る
各
自
治
体
史
類
な
ど
で
も
触
れ
ら

れ
て
お
り
、
情
報
と
し
て
は
既
知
に
属
す
る
。
と
は
い
え
、
今
川
頼
貞
に
つ
い
て
は

専
論
そ
の
も
の
が
極
め
て
少
な
く
、
加
え
て
そ
う
し
た
研
究
も
、
特
定
の
古
文
書
群

か
ら
の
分
析
（
長
倉
智
恵
雄
）
や
、
各
国
守
護
の
変
遷
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討

（
佐
藤
進
一
）、
当
該
自
治
体
を
基
本
範
囲
と
す
る
考
察
（
各
自
治
体
史
類
）
な
ど
に

限
ら
れ
て
し
ま
い
、
一
定
の
視
角
や
一
自
治
体
を
越
え
て
、
総
体
的
に
論
じ
た
も
の

は
、
管
見
の
限
り
、
太
田
順
三
の
論
考
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
氏
の
そ

れ
は
今
な
お
偉
大
な
先
行
研
究
と
し
て
高
い
意
義
を
有
し
て
お
り
、
基
本
文
献
と
し

て
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
失
っ
て
は
い
な
い
。
と
は
い
え
、
当
該
論
文
の
発
表
か
ら

は
す
で
に
約
半
世
紀
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
新
た
な
史
料
の
発
見
や
、

研
究
の
進
捗
な
ど
が
あ
り
、
か
か
る
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
な
お
検
証
す
べ
き
事
象

も
い
く
ら
か
存
在
す
る
と
い
う
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
以
下
、
今
川
頼
貞
に
か
か
る
史
実
を
改
め
て
可
能
な
限
り
確
認
し
た

い
と
思
う
。
な
お
、
叙
述
に
際
し
、
軍
記
物
語
＝
文
学
作
品
で
あ
る
『
太
平
記
』

は
、
事
実
の
認
定
に
は
基
本
的
に
用
い
な
い
も
の
と
す
る
。

三
　
今
川
氏
の
系
譜
か
ら

は
じ
め
に
、
今
川
頼
貞
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、

今
川
氏
の
系
図
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
関
係
す
る
部
分
の
み
掲
出
し
よ
う
。

【
尊
卑
分
脈
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
基
─
頼
貞

　
　
　

今
川
国
氏
―
基
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
国
─
範
氏

こ
れ
に
対
し
、『
土
佐
国
蠹
簡
集
』
に
よ
れ
ば
、
今
川
氏
の
系
図
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。
同
じ
く
関
係
す
る
部
分
の
み
掲
出
し
よ
う
。

【
土
佐
国
蠹
簡
集
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
国
─
頼
貞

　
　
　

今
川
国
氏
─
基
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
国
─
範
氏

こ
の
二
つ
の
系
図
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
今
川
頼
貞
の
父
の
名
前
が
、
前
者
で
は

「
頼
基
」、
後
者
で
は
「
頼
国
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
違
い
は
あ
る
が
、「
頼

基
」・「
頼
国
」
い
ず
れ
の
官
途
も
「
式
部
大
夫
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
点
、『
系
図
纂
要
』
で
は
「
頼
基
」
＝
「
頼
国
」
と

な
っ
て
お
り
、
両
者
は
同
一
人
物
と
見
て
ひ
と
ま
ず
差
し
支
え
な
か
ろ
う
か
と
思
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う
。『
大
日
本
史
料
』（
六
―
二
、
四
九
三
頁
）
も
今
川
「
頼
基
ハ
即
チ
頼
国
ナ
リ
、

前
後
名
ヲ
異
ニ
セ
ル
カ
」
と
判
断
・
結
論
し
て
お
り
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
わ

せ
て
、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
が
今
川
範
国
よ
り
も
「
兄
」
の
流
れ
に
あ
た
る
こ
と
も

注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
今
川
頼
国
（
頼
基
）
で
あ
る
が
、
今
川
了
俊
（
今
川
範
国
の
子
）
が
著
し
た

『
難
太
平
記
』
に
よ
る
と
、「
式
部
大
輔
入
道
」・「
式
部
入
道
」・「
号
三
郎
頼
国
」
こ

と
彼
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
中
先
代
の
乱
鎮
圧
の
た
め
、「
海
道
の
大
将
」

（
東
海
道
の
大
将
）
と
し
て
足
利
尊
氏
と
と
も
に
京
都
か
ら
東
海
道
を
経
て
鎌
倉
へ

向
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
途
中
、
遠
江
小
夜
中
山
や
相
模
湯
本
な

ど
の
難
所
で
大
い
に
活
躍
す
る
も
、
相
模
川
に
て
人
馬
も
ろ
と
も
戦
死
し
、
そ
の
死

骸
を
後
日
今
川
範
国
が
川
底
か
ら
拾
っ
た
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
足
利

尊
氏
関
東
下
向
宿
次
・
合
戦
注
文
」
に
も
、
八
月
十
二
日
、「
小
夜
中
山
合
戦
」
で

「
今
河
式
部
大
夫
入
道
」
が
「
分
取
高
名
」
と
あ
る
こ
と
、
八
月
十
八
日
、「
相
模
川

合
戦
」
で
「
今
川
式
部
大
夫
入
道
」
が
「
御
方
打
死
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
お
お
む

ね
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
（「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
文
書
」）。
そ
し
て
、「
分
取

高
名
」
で
は
今
川
・
佐
々
木
・
宇
都
宮
・
長
井
、「
御
方
打
死
」
で
は
今
川
・
小
笠

原
・
佐
々
木
・
二
階
堂
・
松
本
の
順
で
「
人
数
」（
メ
ン
バ
ー
）
と
し
て
出
て
く
る

こ
と
か
ら
、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
の
戦
場
で
の
活
躍
ぶ
り
も
想
定
さ
れ
る
。『
難
太

平
記
』
が
「
あ
ま
り
に
す
ゝ
と
き
人
」（
非
常
に
勇
猛
な
人
）
と
記
し
た
の
も
、
川

添
昭
二
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
う
な
ず
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（『
今
川
了
俊
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）。

あ
わ
せ
て
、
こ
こ
で
今
川
頼
国
（
頼
基
）
が
「
二
条
殿
」（
二
条
道
平
か
）
か
ら

た
ま
わ
っ
た
名
馬
の
荒
馬
に
乗
っ
て
い
た
と
あ
る
こ
と
も
気
に
な
る
（『
難
太
平

記
』）。
こ
の
点
、
父
・
今
川
基
氏
に
は
多
く
の
妹
が
い
て
「
公
家
重
縁
」
と
な
っ
た

ら
し
い
こ
と
（『
難
太
平
記
』）、
そ
し
て
、
子
・
今
川
頼
貞
が
「
建
武
安
福
殿
女
御

侍
始
勾
当
」
と
あ
っ
て
「
安
福
殿
」
こ
と
二
条
栄
子
（
二
条
道
平
の
娘
で
、
後
醍
醐

天
皇
の
女
御
）
に
近
侍
し
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
（『
尊
卑
分
脈
』・『
系
図
纂
要
』）
な

ど
と
も
関
係
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
政
権
下
、
京
都
に
い

て
、
武
家
の
み
な
ら
ず
、
公
家
と
も
接
点
を
持
っ
て
い
た
今
川
氏
の
姿
が
う
か
が
え

る
よ
う
で
あ
る
。

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
流
れ
は

今
川
頼
貞
に
受
け
継
が
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
、『
難
太
平
記
』
は
今
川
頼
国
（
頼
基
）

の
子
ど
も
た
ち
と
し
て
①
「
駿
河
守
〈
于
時
掃
部
助
〉
頼
貞
」、
②
「
参
河
守
号
式

部
大
輔
頼
兼
」、
③
「
七
郎
見
世
」、
④
「
宮
内
少
輔
」
な
ど
を
挙
げ
つ
つ
も
、「
遁

世
し
て
う
せ
に
き
」
と
す
る
。
こ
の
点
、『
尊
卑
分
脈
』
や
『
土
佐
国
蠹
簡
集
』
は

①
②
、『
系
図
纂
要
』
は
①
②
③
の
名
前
を
載
せ
、
共
通
す
る
部
分
と
し
な
い
部
分

と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
後
の
流
れ
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
く
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な
お
、『
難
太
平
記
』
は
中
先
代
の
乱
に
際
し
て
、
今
川

「
刑
部
少
輔
殿
範
満
」
も
ま
た
討
ち
死
に
し
た
と
す
る
。
彼
は
今
川
頼
国
（
頼
基
）・

今
川
範
国
兄
弟
の
弟
と
見
ら
れ
、『
土
佐
国
蠹
簡
集
』
は
「
範
満
」、『
尊
卑
分
脈
』

は
「
国
満
」、『
系
図
纂
要
』
は
「
範
満
」
＝
「
国
満
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
今
川

範
満
（
国
満
）
に
は
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
川
「
頼
兼
舎
弟
七
郎
」（「
七

郎
見
世
」）
が
養
子
と
な
っ
た
が
、「
早
世
の
間
、
跡
絶
し
也
」
と
い
う
（『
難
太
平

記
』）。『
土
佐
国
蠹
簡
集
』
は
今
川
範
満
（
国
満
）
の
後
継
者
に
今
川
「
満
泰
」
を
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載
せ
、「
七
郎
」・「
早
世
」
と
し
、
そ
の
子
に
僧
の
名
前
を
載
せ
る
が
、
そ
の
後
は

見
え
な
い
。
大
塚
勲
は
「
満
泰
は
見
世
の
改
名
」
と
し
た
が
、
首
肯
で
き
る
（『
今

川
一
族
の
家
系
』
羽
衣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

以
上
、
や
や
煩
雑
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
て
き
た
今
川
一
族
の
関

係
を
次
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

【
今
川
一
族
関
係
系
図
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
国
（
頼
基
）  　

見
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
少
輔

　
　
　

今
川
国
氏
─
基
氏　

範
国　
　
　
　
　

範
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
満
（
国
満
）
＝
見
世
（
満
泰
）

こ
の
よ
う
に
、
今
川
一
族
（
兄
弟
）
の
間
で
相
互
に
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
よ
う
。
だ
が
、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
と
今
川
範
満
（
国
満
）
の
系
統
は

続
か
ず
、
今
川
範
国
の
系
譜
が
今
川
基
氏
の
流
れ
を
代
表
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
、
中
先
代
の
乱
に
お
い
て
今
川
頼
国
（
頼
基
）
と
今
川
範
満
（
国
満
）

が
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
結
果
的
に
響
い
た
と
見
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、『
難

太
平
記
』
に
は
今
川
基
氏
が
今
川
範
国
を
後
継
者
指
名
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い

て
、
実
際
に
、
中
先
代
の
乱
以
前
か
ら
今
川
範
国
は
遠
江
守
護
を
務
め
る
な
ど

（「
秋
鹿
文
書
」）、
兄
弟
の
な
か
で
の
今
川
範
国
の
位
置
付
け
は
比
較
的
高
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
今
川
範
国
は
吉
良
貞
義
（
足
利
一
門
）
と
「
父
子
の
契
約
」
を
し

て
（『
難
太
平
記
』）、「
足
利
上
総
五
郎
入
道
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
（「
多
田
院
文

書
」）、
足
利
一
門
中
屈
指
の
名
門
・
吉
良
氏
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
今

川
氏
の
な
か
で
も
高
い
地
位
に
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
も
今
後

の
な
り
ゆ
き
次
第
で
ど
う
な
る
か
分
か
ら
ず
、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
の
後
継
者
も
存

在
し
た
以
上
、
今
川
氏
の
な
か
で
、
今
川
範
国
の
系
統
だ
け
が
唯
一
傑
出
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
先
代
の
乱
で
今
川
頼
国
（
頼
基
）
や

今
川
範
満
（
国
満
）
が
死
去
し
た
こ
と
は
大
き
く
、『
難
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
以
外
に
も
複
数
の
今
川
一
族
が
中
先
代
の
乱
で
は
討
ち
死
に
し
て
お
り
、
同
乱
は

今
川
氏
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
今
川
頼
貞
の
系
譜
を
眺
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
今
川
頼
国
（
頼
基
）
―

頼
貞
は
今
川
範
国
―
範
氏
の
「
兄
」
の
系
統
で
あ
る
こ
と
、
建
武
政
権
期
、
在
京
し

公
武
と
の
つ
な
が
り
を
有
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
中
先
代
の
乱
鎮
圧
に
際
し
て
今
川

頼
国
（
頼
基
）
は
足
利
尊
氏
と
と
も
に
東
下
し
、
戦
死
し
た
こ
と
、
同
乱
は
今
川
氏

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
今
川
頼

貞
は
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

四
　
建
武
動
乱
と
今
川
頼
貞

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
二
月
か
ら
三
月
、
後
醍
醐
天
皇
に
敗
れ
た
足
利
尊
氏

は
、
京
都
か
ら
播
磨
室
津
を
経
て
九
州
へ
と
没
落
す
る
。
こ
の
と
き
、
今
川
頼
貞
は

足
利
尊
氏
と
分
か
れ
、
山
陽
道
・
山
陰
道
の
中
国
地
方
へ
と
派
遣
さ
れ
、
転
戦
し
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た
。
三
月
に
は
播
磨
の
広
峯
氏
ら
を
組
み
入
れ
（「
広
峯
文
書
」）、「
大
将
軍
」
と
し

て
播
磨
周
遍
寺
に
在
陣
。
そ
の
後
、
四
月
四
日
に
は
北
上
し
て
但
馬
へ
と
移
動
し

（「
広
峯
文
書
」）、
同
十
四
日
に
は
そ
こ
か
ら
東
へ
と
進
ん
で
丹
波
夜
久
野
に
着
陣

（「
三
宝
院
文
書
」）。
同
十
七
日
に
は
但
馬
の
志
津
田
氏
に
「
凶
徒
退
治
」
の
軍
勢
催

促
を
か
け
て
い
る
（「
広
橋
家
文
書
」）。
五
月
三
日
に
は
再
び
但
馬
へ
と
戻
り
枚
田

河
原
で
合
戦
。
今
度
は
ま
た
そ
こ
か
ら
東
へ
と
進
み
、
同
五
日
・
六
日
に
は
丹
波
佐

治
山
で
軍
事
行
動
を
と
る
。
そ
し
て
、
同
十
六
日
に
は
再
び
但
馬
に
戻
っ
て
き
て
北

上
。
円
山
川
河
口
部
、
日
本
海
へ
の
出
入
り
口
に
位
置
す
る
気
比
で
交
戦
し
た

（「
広
峯
文
書
」）。
翌
十
七
日
に
は
後
醍
醐
天
皇
方
も
丹
波
に
部
隊
を
送
り
込
も
う
と

し
て
い
る
（「
田
所
文
書
」）。
こ
の
間
、
今
川
頼
貞
の
軍
勢
に
は
周
防
氏
・
後
藤
氏

ら
播
磨
の
人
々
に
加
え
（「
広
峯
文
書
」）、
院
林
氏
な
ど
越
中
（
北
陸
）
の
人
々
も

加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（「
三
宝
院
文
書
」）。
そ
の
後
、
今
川
頼
貞
は
、
同

二
十
五
日
に
は
但
馬
で
伊
達
氏
の
所
職
を
安
堵
し
（「
南
禅
寺
文
書
」）、
同
月
に
は

広
峯
氏
の
軍
忠
状
に
一
見
（
証
判
）
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
（「
広
峯
文
書
」）、

彼
の
も
と
、
山
陰
方
面
で
の
戦
闘
は
一
旦
終
結
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

同
時
期
、
足
利
尊
氏
の
軍
勢
は
九
州
か
ら
京
都
を
目
指
し
て
進
軍
し
て
き
て
お

り
、
同
二
十
五
日
に
は
す
で
に
摂
津
湊
川
で
楠
木
正
成
ら
を
撃
破
し
て
い
た
。
後
醍

醐
天
皇
は
同
日
、
丹
波
路
の
防
衛
を
命
じ
（「
神
護
寺
文
書
」）、
山
陰
道
方
面
か
ら

の
足
利
軍
の
侵
入
・
攻
撃
を
予
想
・
警
戒
し
て
い
た
。
果
た
し
て
翌
二
十
七
日
、
後

醍
醐
天
皇
が
山
門
（
比
叡
山
延
暦
寺
）
へ
動
座
す
る
と
、
ま
ず
は
丹
波
か
ら
今
川
頼

貞
と
仁
木
頼
章
（
足
利
一
門
）
が
丹
波
・
但
馬
両
国
の
「
数
千
騎
」
と
い
う
軍
勢
を

率
い
て
襲
来
・
入
京
し
、
足
利
尊
氏
以
下
の
上
洛
を
迎
え
た
の
で
あ
る
（『
梅
松

論
』）。
こ
の
と
き
、
彼
ら
は
錦
旗
（
錦
の
御
旗
）
を
掲
げ
て
い
た
と
い
う
（『
梅
松

論
』）。
仁
木
頼
章
は
当
時
丹
波
で
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
（「
片
山
文
書
」・「
後
藤

文
書
」）、
今
川
頼
貞
も
但
馬
か
ら
丹
波
へ
は
国
境
を
越
え
て
繰
り
返
し
攻
め
込
ん
で

い
た
以
上
、
両
者
が
山
陰
方
面
で
連
携
・
協
力
す
る
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。

事
実
、
山
陰
道
の
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
三
国
の
軍
勢
は
国
境
を
ま
た
い
で
流
動
的

に
移
動
・
結
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
翌
四
年
（
一
三
三
七
。
以

下
、
年
号
は
北
朝
の
も
の
で
統
一
・
表
記
す
る
）
五
月
か
ら
八
月
、
北
朝
・
足
利
軍

の
「
大
将
軍
」
桃
井
盛
義
（
足
利
一
門
）
は
、
但
馬
の
伊
達
氏
を
率
い
て
丹
波
和
久

島
→
丹
波
佐
治
山
→
但
馬
田
結
庄
→
但
馬
大
高
寺
と
転
戦
し
て
お
り
（「
南
禅
寺
文

書
」・「
但
馬
伊
達
文
書
」・「
伊
達
家
文
書
」）、
同
時
期
の
六
月
、
北
朝
・
足
利
軍
は

「
但
馬
・
丹
波
凶
徒
」（
南
朝
勢
力
）
を
掃
討
す
べ
く
、
小
俣
来
全
（
足
利
一
門
）
も

出
撃
さ
せ
る
（『
新
編
会
津
風
土
記
』
四
十
九
陸
奥
耶
麻
郡
之
二
「
成
就
院
古
文

書
」）。
か
か
る
一
連
の
動
き
に
対
し
て
七
月
、「
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
三
箇
国
凶
徒

等
」
つ
ま
り
南
朝
勢
力
は
丹
後
加
悦
へ
と
攻
め
寄
せ
（「
吉
川
家
文
書
」）、
八
月
か

ら
十
一
月
、
小
俣
来
全
が
「
丹
後
国
凶
徒
」（
南
朝
勢
力
）
を
攻
撃
し
て
い
る
（「
吉

川
家
文
書
」）。
ま
た
、
こ
の
頃
、
南
朝
勢
力
の
祇
園
前
執
行
顕
詮
ら
は
丹
波
波
々
伯

部
保
→
丹
波
高
山
寺
→
丹
後
成
相
寺
→
丹
波
と
国
境
を
越
え
転
戦
し
、
南
朝
の
綸
旨

を
諸
方
に
ば
ら
ま
い
て
い
た
と
い
う
（
祇
園
宝
寿
院
所
蔵
「
古
文
書
録
」・「
建
内
文

書
」）。
こ
の
よ
う
に
、
南
朝
勢
力
も
北
朝
・
足
利
軍
も
い
わ
ゆ
る
「
三
丹
」（
丹
波
・

丹
後
・
但
馬
）
の
国
境
を
ま
た
に
か
け
て
広
域
的
に
活
動
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
、
当
該
地
域
の
連
動
性
・
一
体
性
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
か
ら
翌
二
年
（
一
三
三
九
）
に
か
け
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て
京
都
→
因
幡
→
但
馬
→
丹
波
→
但
馬
→
京
都
と
移
動
・
転
戦
し
、
因
幡
守
護
も
務

め
た
北
朝
・
足
利
軍
の
「
大
将
軍
」
吉
良
貞
家
（
足
利
一
門
）
の
事
例
か
ら
も
確
認

さ
れ
、
興
味
深
い
（『
新
編
西
尾
市
史
』
通
史
編
一
原
始
・
古
代
・
中
世
、
西
尾
市
、

二
〇
二
二
年
、
谷
口
雄
太
「
吉
良
貞
義
・
満
義
・
貞
家
」
亀
田
俊
和
・
杉
山
一
弥
編

『
南
北
朝
武
将
列
伝
』
北
朝
編
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
谷
口
雄
太
『
足
利

将
軍
と
御
三
家
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
、
谷
口
雄
太
「
足
利
氏
と
但
馬
国
」

『
但
馬
史
研
究
』
四
六
、
二
〇
二
三
年
）。

入
洛
・
合
流
し
た
足
利
氏
の
軍
勢
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
六
月
五
日
か
ら

後
醍
醐
天
皇
の
よ
っ
た
山
門
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、
今
川
頼
貞
も
播
磨
の
広
峯
氏
、

但
馬
の
伊
達
氏
、
越
中
の
院
林
氏
ら
の
諸
軍
勢
を
率
い
て
山
門
東
坂
本
へ
と
攻
め
寄

せ
た
。
翌
六
日
に
は
三
井
寺
上
や
浜
道
で
、
翌
七
日
に
は
山
手
堀
鰭
（
ほ
り
ば
た
）

で
戦
い
、
同
二
十
日
に
は
山
手
西
尾
や
山
門
無
動
寺
（
山
門
東
塔
）
ま
で
攻
め
上
っ

て
散
々
に
戦
っ
て
、
敵
も
討
ち
捕
ら
え
て
い
る
（「
広
峯
文
書
」・「
但
馬
伊
達
文

書
」・「
三
宝
院
文
書
」）。
け
れ
ど
も
、
同
三
十
日
、
後
醍
醐
天
皇
の
軍
勢
も
反
転
攻

勢
に
出
て
京
中
で
激
戦
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
川
頼
貞
は
賀
茂
河
原
合
戦
で
は

「
大
将
」
と
し
て
出
陣
し
て
、
但
馬
の
伊
達
氏
を
率
い
て
、
名
和
長
年
の
一
族
を
討

ち
取
っ
て
（「
伊
達
家
文
書
」・「
但
馬
伊
達
文
書
」）、
京
都
南
部
・
竹
田
方
面
で
も

ま
た
「
大
将
」
と
し
て
出
撃
し
て
、
丹
後
・
但
馬
の
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
敵
を
撃
破

し
た
と
い
う
（『
梅
松
論
』）。
な
お
、
賀
茂
河
原
合
戦
で
は
今
川
頼
貞
の
「
御
内
候

人
」
と
し
て
「
大
野
源
太
」
と
い
う
人
物
が
見
え
「
御
実
検
」
を
し
て
お
り
（「
但

馬
伊
達
文
書
」）、
別
の
史
料
に
は
「
大
野
源
太
父
子
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
（「
但

馬
伊
達
文
書
」）、
彼
の
側
近
に
大
野
氏
な
る
武
士
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
今
川
頼

【参考地図】山陰道（錦織勤『古代中世の因伯の交通』〈鳥取県、2013年〉27頁より転載）
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貞
関
係
史
料
は
少
な
い
な
か
、
そ
の
「
御
内
」
が
分
か
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
今
川
頼
貞
の
軍
勢
は
彼
の
近
臣
た
ち
と
各
国
の
人
々
（
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
・

播
磨
・
越
中
ほ
か
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
し
い
。

六
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
今
川
頼
貞
は
軍
忠
状
に
一
見
（
証
判
）
を
加
え

て
お
り
（「
但
馬
伊
達
文
書
」・「
広
峯
文
書
」・「
伊
達
家
文
書
」）、
こ
の
あ
た
り
で

彼
の
京
都
で
の
戦
闘
は
一
旦
終
結
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
九
月
に
は
近

江
へ
の
出
撃
を
命
じ
ら
れ
（「
朽
木
古
文
書
」）、
後
醍
醐
天
皇
方
の
弱
体
化
に
寄
与

し
た
。
な
お
、
今
川
頼
貞
は
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
九
月
二
十
七
日
に
は
「
掃
部

助
」
で
あ
っ
た
が
（「
朽
木
古
文
書
」）、
同
五
年
（
一
三
三
八
）
四
月
三
日
に
は

「
駿
河
守
」
と
な
っ
て
い
る
（「
広
峯
文
書
」）。
功
績
に
よ
り
、
こ
の
間
に
掃
部
助
か

ら
駿
河
守
へ
と
官
途
を
改
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
今
川
頼
貞
が

「
于
時
掃
部
助
」
で
あ
っ
た
と
き
、
播
磨
清
水
寺
に
対
し
て
「
御
書
下
幷
巻
数
御
返

事
」
の
「
二
通
」
を
発
給
し
た
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
右
に
述
べ
て
き
た
建
武
動

乱
の
時
期
の
で
き
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（「
清
水
寺
文
書
」）。
あ
る

い
は
、
今
川
頼
貞
が
播
磨
に
い
た
こ
と
が
確
実
な
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
三
月
頃

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
同
年
（
一
三
三
六
）
三
月
十
二
日
、
播
磨
清
水
寺
に
対
し
て

出
さ
れ
た
「
御
教
書
」（
内
容
的
に
は
「
武
運
之
長
久
」
を
願
う
祈
祷
依
頼
）
と
い

う
も
の
が
、
そ
れ
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（「
清
水
寺
文

書
」）。
た
し
か
に
こ
の
「
御
教
書
」
は
足
利
尊
氏
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

（『
社
町
史
』
一
本
編
一
、
加
東
市
、
二
〇
〇
七
年
、
河
村
昭
一
『
中
世
の
播
磨
と
清

水
寺
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。
け
れ
ど
も
、
三
月
時
点
で
彼
は
播
磨
か
ら

遠
く
離
れ
た
九
州
に
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
御
教
書
」
が
大
将
の
発
給
文
書
で
も

あ
っ
た
こ
と
（
水
野
圭
士
「
南
北
朝
前
期
「
大
将
軍
」
上
野
頼
兼
の
位
置
付
け
」『
日

本
歴
史
』
七
八
九
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
御
教
書
」
は
「
大

将
軍
」
今
川
頼
貞
の
祈
祷
依
頼
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
一
連
の
勲
功
の
賞
と
し
て
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
八
月
、
今
川
頼

貞
は
越
後
・
越
中
・
若
狭
・
和
泉
と
い
っ
た
北
陸
や
畿
内
の
国
々
の
所
職
（
た
だ

し
、
恩
賞
の
地
が
山
陰
の
「
三
丹
」
＝
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ

と
は
い
さ
さ
か
気
に
な
る
が
）
を
足
利
尊
氏
か
ら
拝
領
し
て
い
る
（「
今
川
家
古
文

章
写
」）。

以
上
、
建
武
動
乱
期
の
今
川
頼
貞
を
眺
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
足
利
尊
氏

の
九
州
没
落
・
京
都
再
上
洛
の
間
、
足
利
尊
氏
と
分
か
れ
、
播
磨
か
ら
但
馬
→
丹
波

→
但
馬
→
丹
波
→
但
馬
と
、
国
境
を
ま
た
い
で
戦
う
「
大
将
軍
」
と
し
て
活
躍
し
た

こ
と
、
隣
国
・
丹
波
の
仁
木
頼
章
と
と
も
に
山
陰
道
の
国
々
を
押
さ
え
る
こ
と
に
尽

力
し
、
彼
と
と
も
に
い
ち
は
や
く
丹
波
路
か
ら
入
京
し
た
こ
と
、
丹
波
・
丹
後
・
但

馬
の
「
三
丹
」
は
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
こ
と
、
山
門
に
よ
っ
た
後
醍
醐
天
皇
と
の

戦
い
で
も
貢
献
し
た
こ
と
、
今
川
頼
貞
の
軍
勢
に
は
御
内
と
外
様
（
但
馬
・
丹
波
・

丹
後
・
播
磨
・
越
中
国
人
ら
）
が
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
国
境
を
越
え
、
中

国
や
北
国
な
ど
の
多
彩
な
地
域
勢
力
を
組
み
込
ん
で
、
長
距
離
の
移
動
を
行
う
な

ど
、
今
川
頼
貞
の
動
き
は
十
四
世
紀
動
乱
を
活
写
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
畿
内
に
近
い
山
陰
道
諸
国
―
丹
波
・
但
馬
（
加
え
て

丹
後
も
か
）
―
を
押
さ
え
込
ん
だ
今
川
頼
貞
・
仁
木
頼
章
の
功
績
は
、
や
は
り
同
じ

く
畿
内
に
近
い
山
陽
道
諸
国
―
播
磨
・
備
前
―
を
押
さ
え
切
っ
た
石
橋
和
義
（
足
利

一
門
）・
赤
松
円
心
の
巨
大
な
功
績
（
谷
口
雄
太
「
石
橋
和
義
」
亀
田
俊
和
・
杉
山
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一
弥
編
『
南
北
朝
武
将
列
伝
』
北
朝
編
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
と
比
べ
て

み
て
も
、
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
山
陰
道
の
動
向
に
一
層
の
注
目

が
必
要
だ
ろ
う
。

五
　
観
応
擾
乱
と
今
川
頼
貞

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
の
中
央
で
の
戦
い
の
後
、
今
川
頼
貞
の
政
治
的
な
動
向

が
再
び
う
か
が
え
る
の
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
（「
神

戸
小
野
寺
文
書
」）。
こ
の
頃
以
降
、
彼
は
丹
後
守
護
と
し
て
見
え
て
い
る
（「
長
福

寺
文
書
」・「
桂
文
書
」）。
な
お
、
今
川
頼
貞
の
官
途
に
つ
い
て
、
暦
応
元
年
（
一
三

三
八
）
九
月
に
は
「
駿
河
守
」
だ
っ
た
が
（「
神
戸
小
野
寺
文
書
」）、
翌
二
年
（
一

三
三
九
）
以
降
に
は
「
駿
河
前
司
」・「
前
駿
河
守
」
と
な
っ
て
い
る
（「
長
福
寺
文

書
」・「
三
宝
院
文
書
」・「
桂
文
書
」）。
比
較
的
短
期
間
で
彼
は
「
前
」
と
な
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
彼
の
花
押
に
つ
い
て
も
眺
め
て
み
る
と
、
暦
応
三
年

（
一
三
四
〇
）
五
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
そ
の
形
状
を
変
え

て
い
た
よ
う
で
あ
る
（「
三
宝
院
文
書
」・「
桂
文
書
」。
な
お
、
十
月
二
十
三
日
付
け

「
桂
文
書
」
＝
今
川
頼
貞
請
文
に
つ
き
、
①
今
川
頼
貞
の
花
押
の
形
状
か
ら
暦
応
三

年
五
月
二
十
七
日
以
降
で
あ
る
こ
と
〈「
三
宝
院
文
書
」〉、
②
暦
応
四
年
十
月
四
日

に
は
丹
後
守
護
は
山
名
時
氏
〈
足
利
一
門
〉
に
交
替
し
て
い
る
こ
と
〈「
西
大
寺
文

書
」〉
か
ら
、
暦
応
三
年
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
、『
花
押
か
が
み
』〈
六
、
二
四

九
頁
〉
も
ま
た
本
文
書
に
つ
き
、
暦
応
三
年
か
と
し
て
お
り
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ

う
）。そ

の
後
、
今
川
頼
貞
の
政
治
的
動
向
が
再
度
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
貞

和
四
年
（
一
三
四
八
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
（「
広
橋
家
文
書
」）。
今
川
頼
貞
は
但

馬
大
高
山
（
大
高
寺
・
大
香
寺
・
大
光
寺
な
ど
と
も
あ
る
）
に
与
同
す
る
南
朝
勢
力

の
リ
ス
ト
を
室
町
幕
府
へ
提
出
し
て
い
る
。
彼
は
再
び
但
馬
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
翌
五
年
（
一
三
四
九
）
正
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
今
川
頼
貞
は
明
確

に
但
馬
守
護
と
し
て
見
え
て
い
る
（「
広
橋
家
文
書
」・「
今
川
家
古
文
章
写
」）。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
史
料
（
文
書
）
が
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
十
二
月
二
十
三
日

付
け
今
川
頼
貞
寄
進
状
で
あ
る
（「
清
水
寺
文
書
」）。
こ
れ
は
、
今
川
頼
貞
が
播
磨

清
水
寺
に
対
し
て
但
馬
下
靏
井
庄
の
所
職
を
寄
進
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
両

殿
安
隠
」（
両
殿
安
穏
）
が
願
わ
れ
て
い
る
。
観
応
擾
乱
を
め
ぐ
る
研
究
で
も
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。

　
　

奉
寄
附　

播
磨
国
清
水
寺

　
　
　
　

但
馬
国
下
靏
井
公
文
職
事

　
　

�

右
、
為
天
長
地
久
・
両
殿
安
隠
・
現
当
悉
地
、
所
奉
寄
附
当
寺
也
、
仍
寄
進
之

状
如
件
、

　
　
　

貞
和
四
年
十
二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
駿
河
守
源
朝
臣
（
花
押
）

同
寺
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
今
川
頼
貞
と
関
係
が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
足
利

氏
と
も
つ
な
が
り
の
あ
る
、「
丹
州
・
播
州
・
摂
州
三
ヶ
国
堺
」
に
位
置
す
る
霊
場

で
あ
っ
た
（「
清
水
寺
文
書
」）。
そ
し
て
、
こ
こ
に
見
え
る
「
両
殿
」
と
は
足
利
尊

氏
・
足
利
直
義
兄
弟
の
こ
と
で
あ
り
、
両
者
の
不
穏
な
関
係
・
様
子
が
う
か
が
え
る
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も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
言
（「
両
殿
御
安
穏
」）
は
、
た
と
え
ば
翌
五
年

（
一
三
四
九
）
十
月
十
八
日
付
け
足
利
直
冬
寄
進
状
写
に
も
登
場
す
る
（「
阿
蘇
家
文

書
」）。
す
な
わ
ち
、
足
利
の
分
裂
＝
観
応
擾
乱
の
勃
発
で
あ
る
。

今
川
頼
貞
が
務
め
た
但
馬
守
護
は
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
十
二
月
に
は
上
杉

朝
房
へ
と
交
替
し
、
そ
れ
が
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
四
月
頃
ま
で
続
く
（「
広
橋

家
文
書
」）。
し
か
し
、
同
年
（
一
三
五
〇
）
七
月
に
は
再
び
今
川
頼
貞
が
同
国
守
護

と
な
っ
て
い
る
（「
今
川
家
古
文
章
写
」）。
同
時
期
に
「
但
馬
国
勢
」
に
よ
る
隣

国
・
丹
後
田
辺
攻
め
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（「
西
大
寺
文
書
」）。
十
月
か
ら
十
一
月
、

但
馬
で
は
彼
の
遵
行
命
令
を
受
け
て
、
勝
田
・
野
呂
両
氏
が
使
節
（
両
使
）
と
し
て

動
い
て
い
る
（「
天
龍
寺
文
書
」）。
彼
ら
の
実
名
は
「
貞
景
」・「
信
貞
」
と
な
っ
て

お
り
、「
貞
」
の
一
字
か
ら
、
今
川
頼
貞
の
被
官
か
何
か
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
九

月
に
は
今
川
頼
貞
が
隣
国
・
因
幡
守
護
を
務
め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
え
る

（「
新
興
寺
文
書
」）。
こ
の
頃
、
幕
府
内
部
で
は
、
足
利
直
義
―
足
利
直
冬
の
ラ
イ
ン

で
は
な
く
、
足
利
尊
氏
―
足
利
義
詮
―
高
師
直
の
ラ
イ
ン
が
主
導
権
を
握
っ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
但
馬
・
因
幡
の
山
陰
道
両
国
の
守
護
を
務
め
る

な
ど
、
今
川
頼
貞
は
観
応
擾
乱
に
お
い
て
、
後
者
（
足
利
尊
氏
・
足
利
義
詮
・
高
師

直
）
と
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
古
態
を
と
ど
め

る
と
さ
れ
る
西
源
院
本
『
太
平
記
』
で
も
彼
は
執
事
（
高
師
直
）
の
方
に
付
い
た

人
々
（
メ
ン
バ
ー
）
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
神
宮
徴
古
館
本
『
太
平

記
』
で
は
今
川
頼
貞
の
記
載
な
し
）。

観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
正
月
、
今
川
頼
貞
は
足
利
尊
氏
か
ら
越
前
・
但
馬
・
因

幡
と
い
っ
た
北
陸
や
山
陰
の
国
々
の
所
職
を
与
え
ら
れ
た
（「
今
川
家
古
文
章
写
」）。

い
ず
れ
も
勲
功
の
賞
で
、
従
来
の
替
と
し
て
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
但
馬
で

は
太
田
庄
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
、
今
川
頼
貞
は
「
但
馬
国
軍
勢
」
と
「
手

者
」
に
対
し
、
恩
賞
と
し
て
但
馬
国
内
の
闕
所
地
を
分
け
与
え
る
よ
う
、
足
利
尊
氏

か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
（「
今
川
家
古
文
章
写
」）。
前
節
で
も
見
た
と
お
り
、
今
川

頼
貞
の
軍
事
力
が
「
手
者
」（
近
臣
）
と
「
但
馬
国
軍
勢
」（
地
域
の
勢
力
）
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
と
い
う
点
で
も
本
史
料
は
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

だ
が
、
同
年
（
一
三
五
一
）
三
月
に
は
上
野
頼
兼
（
足
利
一
門
）
が
但
馬
守
護
と

し
て
見
え
て
い
る
（「
広
橋
家
文
書
」）。
但
馬
守
護
が
今
川
頼
貞
（
足
利
尊
氏
・
足

利
義
詮
・
高
師
直
に
近
い
）
か
ら
上
野
頼
兼
（
足
利
直
義
・
足
利
直
冬
に
近
い
）
へ

と
変
更
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
間
（
二
月
）
に
勃
発
し
た
高
一
族
の
族
滅
を
お
い
て

な
い
。
上
野
頼
兼
は
こ
の
と
き
、
隣
国
・
丹
後
守
護
も
兼
任
し
て
い
た
（「
金
剛
院

文
書
」・「
三
宝
院
文
書
」・「
桂
文
書
」）。

し
か
し
、
そ
の
後
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
今
度
は
足
利
直
義
に
味
方
す
る

人
々
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
七
月
、
足
利
尊
氏
に
味
方
す
る
人
々
は

続
々
と
京
を
離
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
今
川
頼
貞
の
姿
も
見
え
て
い
る
（『
観
応
二

年
日
次
記
』
観
応
二
年
七
月
二
十
一
日
条
）。
こ
れ
を
受
け
て
足
利
直
義
ら
も
北
国

に
向
か
う
。
上
野
頼
兼
も
彼
に
同
道
し
た
け
れ
ど
も
（『
観
応
二
年
日
次
記
』
観
応

二
年
七
月
三
十
日
条
）、
八
月
、
彼
は
足
利
義
詮
か
ら
名
指
し
で
追
討
の
対
象
と
さ

れ
（「
本
郷
文
書
」）、
九
月
、
丹
後
で
戦
死
し
た
（『
園
太
暦
』
観
応
二
年
九
月
十
二

日
条
）。
上
野
頼
兼
の
死
去
し
た
場
所
は
但
馬
で
あ
っ
た
と
も
い
い
（『
尊
卑
分

脈
』）、
当
時
、
但
馬
の
「
悪
党
」
が
丹
後
に
侵
入
す
る
と
の
噂
（
風
聞
）
も
飛
び
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交
っ
て
い
た
（『
園
太
暦
』
観
応
二
年
九
月
十
二
日
条
）。
但
馬
・
丹
後
は
い
ず
れ
も

上
野
頼
兼
の
守
護
分
国
で
あ
っ
た
が
、
今
川
頼
貞
と
関
係
の
深
い
国
々
で
も
あ
っ

た
。
但
馬
か
ら
丹
後
に
乱
入
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
「
悪
党
」
と
は
今
川
頼
貞
の
与

党
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
方
、
こ
う
し
た
北
朝
・
足
利
軍
の
内
訌
・
混
乱
に

あ
っ
て
、
同
月
、
南
朝
勢
力
も
丹
後
攻
撃
を
行
っ
て
お
り
（『
園
太
暦
』
観
応
二
年

九
月
十
二
日
条
）、
但
馬
の
「
悪
党
」
と
は
彼
ら
（
南
朝
勢
力
）
の
こ
と
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
野
頼
兼
が
没
落
し
た
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
八
月
、
今

川
頼
貞
は
但
馬
守
護
に
復
帰
し
た
（「
天
龍
寺
文
書
」）。
し
か
し
、
十
一
月
、
彼
は

丹
波
と
の
国
境
に
近
い
但
馬
磯
部
で
南
朝
勢
力
と
戦
っ
て
、
追
い
落
と
さ
れ
て
い
る

（「
出
石
神
社
文
書
」）。
南
朝
勢
力
に
は
江
田
氏
（
足
利
一
門
）
も
い
た
が
、
同
氏
は

こ
の
頃
、
丹
波
の
「
大
将
軍
」
と
し
て
見
え
て
お
り
（「
仁
和
寺
文
書
」）、
国
境
を

越
え
但
馬
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
翌
三
年
（
一
三
五
二
）
五
月

十
九
日
、
但
馬
太
田
庄
内
の
所
職
を
山
城
石
清
水
八
幡
宮
へ
寄
進
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
（「
菊
大
路
家
文
書
」）。
こ
れ
は
こ
の
直
前
の
同
十
一
日
、
石
清
水
八

幡
宮
の
あ
る
八
幡
・
男
山
に
立
て
籠
も
っ
て
い
た
南
朝
勢
力
を
、
幕
府
軍
が
陥
落
さ

せ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
川
頼
貞
は
但
馬
守
護
と
し
て
は
見
え
な
く
な
り
、
翌
文
和
二
年
（
一

三
五
三
）
四
月
に
は
山
城
に
い
た
よ
う
で
、
同
国
の
諸
司
領
を
兵
粮
料
所
と
し
て
押

領
し
て
い
る
（『
園
太
暦
』
文
和
二
年
四
月
十
二
日
条
・
同
二
十
二
日
条
）。
彼
は
山

城
国
内
十
ヶ
所
の
本
所
領
の
半
済
を
宛
て
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（『
師
守
記
』

貞
治
六
年
六
月
十
八
日
条
）。
こ
の
頃
、
京
都
で
は
、
関
東
に
下
向
し
た
足
利
尊
氏

に
か
わ
っ
て
、
足
利
義
詮
が
幕
政
を
主
導
し
て
い
た
が
、
他
方
、
足
利
直
冬
が
九
州

か
ら
攻
め
上
っ
て
く
る
と
の
噂
が
都
に
流
れ
る
な
ど
（『
園
太
暦
』
文
和
二
年
二
月

三
十
日
条
・
同
三
月
二
十
四
日
条
）、
反
幕
府
方
の
勢
い
が
増
し
て
き
て
お
り
、
今

川
頼
貞
の
動
き
は
そ
れ
へ
の
対
応
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
、
但

馬
の
み
な
ら
ず
、
丹
波
・
丹
後
・
因
幡
な
ど
ほ
か
の
山
陰
道
諸
国
の
守
護
と
し
て
も

見
え
ず
、
こ
の
頃
、
彼
は
す
べ
て
の
職
を
失
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
観
応
擾
乱
期
の
今
川
頼
貞
を
眺
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
但
馬
守
護
を
務

め
、
丹
後
守
護
や
因
幡
守
護
も
担
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
足
利
一
族
の
分
裂
戦
争
で

あ
る
観
応
擾
乱
で
は
足
利
尊
氏
―
足
利
義
詮
―
高
師
直
に
近
い
立
場
か
ら
、
守
護
の

交
替
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
、
丹
波
か
ら
の
南
朝
勢
力
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
没
落
し

た
こ
と
、
以
後
、
但
馬
守
護
と
し
て
は
確
認
で
き
ず
、
山
城
で
見
え
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
。
か
つ
て
小
川
信
は
、
観
応
擾
乱
を
乗
り
切
れ
ず
「
衰
退
」
し
て
し
ま
っ

た
足
利
一
門
と
し
て
、
吉
良
・
石
塔
・
桃
井
・
上
野
各
氏
を
掲
げ
、
い
ず
れ
も
足
利

直
義
―
足
利
直
冬
に
近
い
立
場
だ
っ
た
が
ゆ
え
と
し
た
（『
足
利
一
門
守
護
発
展
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。
た
だ
、
こ
う
見
る
と
、
足
利
尊
氏
―
足

利
義
詮
―
高
師
直
に
近
い
立
場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
衰
滅
し
た
今
川
頼
貞

は
、
な
か
な
か
稀
な
事
例
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

六
　
そ
の
後
の
今
川
頼
貞

文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
三
月
、
今
川
頼
貞
は
勲
功
の
賞
と
し
て
拝
領
し
て
い
た

所
々
の
所
領
を
「
わ
と
の
」
に
譲
っ
た
（「
今
川
家
古
文
章
写
」）。
こ
れ
を
受
け
て

九
月
、
次
の
文
書
が
出
さ
れ
た
（「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
一
五
〇
）。
本
文
書
は
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す
で
に
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
二
中
世
（
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
）
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
極
め
て
重
要
な
史
料
だ
が
、
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
を
示
す
。

　
　

�

亡
父
駿
河
守
頼
貞
遺
跡
所
領
等
事
、
任
譲
状
之
旨
、
今
河
和
王
丸
相
続
領
掌
、

不
可
有
相
違
之
状
如
件
、

　
　
　
　

文
和
三
年
九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

尊
氏
判

こ
れ
は
、
足
利
尊
氏
が
今
川
和
王
丸
に
対
し
て
、
今
川
頼
貞
の
遺
跡
所
領
を
安
堵

し
た
御
判
御
教
書
写
で
あ
り
、「
譲
状
」
と
は
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
三
月
の
も
の
を

指
す
が
、
こ
れ
ら
か
ら
「
わ
と
の
」
＝
「
今
河
和
王
丸
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、「
亡
父
」
と
も
あ
る
か
ら
、
今
川
頼
貞
の
子
が
今
川
和
王
丸
で
あ
り
、
今

川
頼
貞
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
三
月
に
譲
状
を
し
た
た
め
た

後
、
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
彼
は
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
土
佐
国
蠹
簡

集
』
に
よ
れ
ば
、
今
川
頼
貞
は
晩
年
、「
丹
波
国
ま
な
ん
ち
や
う
ニ
居
住
」
と
あ
り
、

丹
波
真
南
条
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
山
城
で
の
活
動
も

あ
っ
て
、
定
か
で
は
な
い
。
な
お
、
彼
は
従
兄
弟
・
今
川
範
氏
と
同
じ
世
代
の
は
ず

だ
が
、
叔
父
・
今
川
範
国
と
同
じ
時
期
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の

生
年
は
十
四
世
紀
初
頃
か
と
見
ら
れ
、
死
亡
時
点
で
は
お
よ
そ
四
十
歳
か
ら
五
十
歳

く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
子
・
今
川
和
王
丸
は
い
ま
だ
元
服
前
で
あ
り
、
今

川
頼
国
（
頼
基
）
―
今
川
頼
貞
と
続
く
今
川
氏
の
流
れ
は
、
足
利
尊
氏
か
ら
安
堵
を

受
け
た
と
は
い
え
、
依
然
反
幕
府
方
が
強
力
に
存
在
す
る
十
四
世
紀
中
葉
と
い
う
状

況
下
に
お
い
て
、
非
常
に
困
難
な
舵
取
り
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事

実
、
こ
の
後
、
今
川
和
王
丸
の
姿
は
う
か
が
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
系
図
に
も
見

え
な
い
。
こ
の
点
、『
系
図
纂
要
』
に
は
今
川
頼
貞
の
箇
所
に
「
依
無
子
譲
与
範
氏
」

と
あ
っ
て
、
彼
は
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
従
兄
弟
・
今
川
範
氏
に
譲
っ
た
と
あ

り
、『
今
川
家
譜
』
や
『
今
川
記
』
な
ど
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
今
川
和
王

丸
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
事
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

「
延
文
元
」
年
（
一
三
五
六
）
の
異
筆
の
付
年
号
を
有
し
、
但
馬
の
状
況
を
や
り
と

り
す
る
、
十
二
月
二
十
日
付
け
但
馬
の
安
田
氏
宛
て
今
川
頼
貞
書
状
（「
垣
谷
文

書
」）
も
、
今
川
頼
貞
の
死
去
が
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
再
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
花
押
の
形
状
か
ら
、
暦
応
三
年
（
一
三

四
〇
）
以
降
で
あ
り
、
彼
の
逝
去
は
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
三
月
か
ら
九
月
ま
で

ゆ
え
、
本
書
状
は
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

七
　
お
わ
り
に
―
山
陰
と
東
海
、
二
つ
の
今
川
氏
―

以
上
、
今
川
頼
貞
の
事
績
に
つ
い
て
整
理
・
検
討
し
て
き
た
。
具
体
的
な
事
実
に

つ
い
て
は
各
節
で
ま
と
め
て
あ
る
の
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
今
後
も
史
料

の
さ
ら
な
る
博
捜
に
よ
っ
て
、
基
礎
的
な
史
実
の
確
定
は
ま
だ
詰
め
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
い
く
つ
か
論
点
・
課
題
を
提
起
し
て
擱
筆
す
る
こ
と
に
し
た

い
。一

つ
目
は
、
な
ぜ
今
川
頼
貞
と
そ
の
系
統
は
生
き
残
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
観
応
擾
乱
期
、
但
馬
内
外
で
の
南
朝
勢
力
の
攻
勢
や
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争
乱
の
激
化
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
後
、
彼
が
復
活
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
今
川
頼
貞
の
軍
事
的
能
力
の
欠
如
に
よ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
建
武
動
乱
期
、
彼
が
但
馬
内
外
を
ま
と
め
た
功
績
か
ら
も
明
ら

か
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、『
兵
庫
県
史
』
二
（
兵
庫
県
、
一
九
七
五
年
）
や
宿
南
保

『
但
馬
の
中
世
史
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
建
武
動

乱
期
、
今
川
頼
貞
の
成
功
に
つ
き
、「
大
将
軍
」
と
し
て
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い

た
点
を
指
摘
す
る
。
実
際
、
当
該
期
、
足
利
尊
氏
の
分
身
と
し
て
各
地
に
派
遣
さ
れ

た
「
大
将
軍
」（
大
将
）
は
、
彼
に
限
ら
ず
、
同
様
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
（
漆
原
徹
『
中
世
軍
忠
状
と
そ
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
花
田
卓

司
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
守
護
・
大
将
の
所
領
給
付
権
限
」『
古
文
書
研

究
』
六
六
、
二
〇
〇
八
年
）。
要
す
る
に
、
建
武
動
乱
期
、
今
川
頼
貞
は
但
馬
・
丹

波
・
丹
後
・
因
幡
な
ど
（
東
部
）
山
陰
道
方
面
の
「
大
将
軍
」
と
し
て
、
国
境
を
越

え
て
戦
う
権
限
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
力
量
も
有
し
た
。
当
該
地
域
の
一
体
性
・
流
動

性
か
ら
し
て
も
、
効
果
的
な
戦
い
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
観
応

擾
乱
期
、
彼
は
、
守
護
と
し
て
は
見
え
る
け
れ
ど
も
、「
大
将
軍
」（
大
将
）
と
し
て

は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
国
境
を
ま
た
い
で
広
域
的
に
戦
う
権
限
を
失
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
当
該
地
域
の
南
朝
勢
力
は
「
大
将
軍
」
江
田
氏
や
大
高
山
（
三
丹
国
境
付

近
に
存
在
）
の
よ
う
に
、
一
国
単
位
・
規
模
で
動
い
て
は
お
ら
ず
、
北
朝
・
足
利
軍

と
し
て
も
そ
れ
に
即
応
す
る
必
要
が
本
来
は
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
国
守
護
で

は
（
仮
に
一
時
的
に
二
国
を
兼
ね
て
い
た
と
し
て
も
）
対
応
が
難
し
い
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
・
因
幡
＝
東
部
山
陰
道
地
域
統
治
の
困
難

さ
で
も
あ
る
。
加
え
て
、
今
川
頼
貞
の
後
継
者
が
育
た
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
、
彼

の
系
統
が
衰
滅
し
た
要
素
の
一
つ
だ
ろ
う
。

二
つ
目
は
、
今
述
べ
て
き
た
点
と
も
か
か
わ
る
が
、
す
な
わ
ち
、
道
＝
交
通
路
と

し
て
の
東
部
山
陰
道
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
山
陰
道
は
、
山
陽
道
や
東
海
道
な
ど
に
比
べ
て
、
研
究
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
中
世
の
山
陰
道
は
、
古
代
や
近
世
の
そ
れ
に
比
し
て
、
分

か
ら
な
い
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
石
田
善
人
「
中
世
の
山
陰
道
」『
山
陰
道
』
兵

庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）。
と
く
に
、
旧
国
が
今
の
都
道
府
県
で
分
断
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
復
元
作
業
が
困
難
化
す
る
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。
ま
た
、
陸
上

交
通
よ
り
も
、
海
上
交
通
の
方
が
、
現
状
研
究
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
錦
織
勤
『
古
代
中
世
の
因
伯
の
交
通
』（
鳥
取
県
、
二
〇
一
三
年
）
は
因
幡
・

伯
耆
（
鳥
取
県
）
を
中
心
に
山
陰
道
の
交
通
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
基

礎
的
な
作
業
の
積
み
重
ね
が
、
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の

点
、
錦
織
は
、
山
陰
の
交
通
の
特
徴
と
し
て
、
中
国
山
地
越
え
の
道
に
つ
い
て
指
摘

し
、
山
陰
道
と
し
て
の
ヨ
コ
の
道
の
み
な
ら
ず
、
山
陰
―
山
陽
を
結
ぶ
タ
テ
の
道
に

つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
今
川
頼
貞
の
場
合
（
建
武
三
年
三
月
―
四

月
）
も
播
磨
か
ら
但
馬
へ
と
タ
テ
に
抜
け
て
い
る
。
今
後
、
軍
忠
状
の
分
析
な
ど
を

通
し
て
、
中
世
山
陰
道
地
域
の
交
通
網
を
復
元
し
て
い
く
作
業
は
、
残
さ
れ
た
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
つ
目
は
、
東
海
の
今
川
氏
と
山
陰
の
今
川
氏
を
つ
な
い
だ
も
の
は
何
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
期
の
今
川
氏
は
、
山
陰
と

の
つ
な
が
り
も
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
は
本
稿
で
述
べ
た
南
北
朝
期
の
今
川
頼
貞
の

活
動
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
国
期
の
今
川
氏
（
今
川
範
国
の
系
統
）
と
直
接
は
つ
な
が
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ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
系
図
纂
要
』
や
『
今
川
家
譜
』・『
今

川
記
』
な
ど
は
両
者
を
つ
な
げ
て
、
山
陰
の
今
川
氏
を
東
海
の
今
川
氏
が
継
承
し
た

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
記
憶
」（
捏
造
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ

ま
で
だ
ろ
う
が
）
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
南
北
朝
期

山
陰
今
川
氏
の
「
記
憶
」
を
戦
国
期
東
海
今
川
氏
が
よ
み
が
え
ら
せ
た
の
か
。
戦
国

期
東
海
今
川
氏
の
「
宣
伝
工
作
」
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が

（
谷
口
雄
太
「
今
川
氏
と
「
足
利
一
門
」「
吉
良
一
門
」」
大
石
泰
史
編
『
今
川
氏
年

表
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
清
水
敏
之
「
駿
河
今
川
氏
の
「
天
下
一
名
字
」
は

史
実
か
」
大
石
泰
史
編
『
今
川
氏
研
究
の
最
前
線
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
七
年
）、
い

ず
れ
に
し
て
も
南
北
朝
期
、
今
川
頼
貞
の
山
陰
今
川
氏
と
、
今
川
範
国
の
東
海
今
川

氏
は
、
い
ず
れ
も
劣
ら
ぬ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
山
陰
と
東
海
で
「
二
つ
の
今
川

氏
」（
今
川
の
両
翼
）
と
し
て
発
展
し
て
い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
確
か
な
事
実
が
、
室
町
期
を
通
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
戦
国
期
の
記

憶
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
川
氏
研
究
は
、
戦
国
期
の
東

海
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
時
代
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
研
究
者
の
視
野
か

ら
外
れ
や
す
い
こ
と
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
谷
口
雄
太
「「
名
和
慈
冬
」

は
存
在
し
た
か
」
日
本
史
史
料
研
究
会
編
『
日
本
史
の
ま
め
ま
め
し
い
知
識
』
一
、

岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。
本
稿
も
ま
た
南
北
朝
期
と
戦
国
期
、
山
陰
と
東
海
を

ま
た
ぐ
話
で
あ
っ
た
。
今
川
氏
と
九
州
の
つ
な
が
り
、
実
態
や
記
憶
な
ど
も
含
め

て
、
今
後
も
限
定
さ
れ
た
視
角
（
死
角
）
を
超
え
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
探
究
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
い
。

【
付
記
】�

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP19K

13328

な
ら
び
にJP22K

13196

の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

【
引
用
文
献
】（
副
題
は
省
略
）

石
田
善
人
「
中
世
の
山
陰
道
」（『
山
陰
道
』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）

漆
原
徹
『
中
世
軍
忠
状
と
そ
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）

太
田
順
三
「
観
応
擾
乱
期
の
但
馬
守
護
」（『
相
模
国
文
』
五
、
一
九
七
八
年
）

大
塚
勲
『
今
川
一
族
の
家
系
』（
羽
衣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）

川
添
昭
二
『
今
川
了
俊
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）

河
村
昭
一
『
中
世
の
播
磨
と
清
水
寺
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
下
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）

清
水
敏
之
「
駿
河
今
川
氏
の
「
天
下
一
名
字
」
は
史
実
か
」（
大
石
泰
史
編
『
今
川
氏
研
究
の
最

前
線
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
七
年
）

宿
南
保
『
但
馬
の
中
世
史
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）

谷
口
雄
太
「「
名
和
慈
冬
」
は
存
在
し
た
か
」（
日
本
史
史
料
研
究
会
編
『
日
本
史
の
ま
め
ま
め
し

い
知
識
』
一
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

谷
口
雄
太
「
今
川
氏
と
「
足
利
一
門
」「
吉
良
一
門
」」（
大
石
泰
史
編
『
今
川
氏
年
表
』
高
志
書
院
、

二
〇
一
七
年
）

谷
口
雄
太
「
石
橋
和
義
」（
亀
田
俊
和
・
杉
山
一
弥
編
『
南
北
朝
武
将
列
伝
』
北
朝
編
、
戎
光
祥

出
版
、
二
〇
二
一
年
）

谷
口
雄
太
「
吉
良
貞
義
・
満
義
・
貞
家
」（
亀
田
俊
和
・
杉
山
一
弥
編
『
南
北
朝
武
将
列
伝
』
北

朝
編
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
）

谷
口
雄
太
『
足
利
将
軍
と
御
三
家
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）

谷
口
雄
太
「
足
利
氏
と
但
馬
国
」（『
但
馬
史
研
究
』
四
六
、
二
〇
二
三
年
）

長
倉
智
恵
雄
「
広
島
大
学
所
蔵
「
今
川
家
古
文
章
写
」
の
再
検
討
」（
同
『
戦
国
大
名
駿
河
今
川
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氏
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）

錦
織
勤
『
古
代
中
世
の
因
伯
の
交
通
』（
鳥
取
県
、
二
〇
一
三
年
）

花
田
卓
司
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
守
護
・
大
将
の
所
領
給
付
権
限
」（『
古
文
書
研
究
』

六
六
、
二
〇
〇
八
年
）

水
野
圭
士
「
南
北
朝
前
期
「
大
将
軍
」
上
野
頼
兼
の
位
置
付
け
」（『
日
本
歴
史
』
七
八
九
、
二
〇

一
四
年
）

『
静
岡
県
史
』
通
史
編
二
中
世
（
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
、
山
家
浩
樹
執
筆
分
）

『
新
編
西
尾
市
史
』
通
史
編
一
原
始
・
古
代
・
中
世
（
西
尾
市
、
二
〇
二
二
年
、
谷
口
雄
太
執
筆

分
）

『
兵
庫
県
史
』
二
（
兵
庫
県
、
一
九
七
五
年
、
永
島
福
太
郎
執
筆
分
）

『
日
高
町
史
』
資
料
編
（
日
高
町
、
一
九
八
〇
年
、
太
田
順
三
執
筆
分
）

『
社
町
史
』
一
本
編
一
（
加
東
市
、
二
〇
〇
七
年
、
河
村
昭
一
執
筆
分
）




